
高取城(高取山城・芙蓉城)(国史跡,百名城)(高市郡高取町高取) 

 高取城（たかとりじょう）は、奈良県高市郡高取町高取にあった日本の城である。別名、高取山城。江

戸時代は高取藩の藩庁であった。国の史跡に指定されている。 

 城は、高取町から 4キロメートル程南東にある、標高 583メートル、比高 350メートルの高取山山上に

築かれた山城である。山上に白漆喰塗りの天守や櫓が 29棟建て並べられ、城下町より望む姿は「巽高取雪

かと見れば、雪ではござらぬ土佐の城」と謡われた。なお、土佐とは高取の旧名である。 

曲輪の連なった連郭式の山城で、城内の面積は約 10,000平方メートル、周囲は約 3キロメートル、城郭全

域の総面積約 60,000平方メートル、周囲約 30キロメートルに及ぶ。日本国内では最大規模の山城で、備

中松山城（岡山県）・岩村城（岐阜県）とともに日本三大山城の一つに数えられる。元和元年（1615 年）

の一国一城令の際も重要な山城として破却を免れ、現在に至るまで石垣や石塁が残されている。 

○室町時代・安土桃山時代 

南北朝時代、南朝方であった越智邦澄が元弘 2年（正慶元年、1332年）に築城したのが始まりと伝えら

れている。当初は越智氏の本城である貝吹山城の支城として機能していた。越智氏の支配が長く続き、戦

国時代には高取城が越智氏の本城となっていたようである。天文元年（1532年）6月の飯盛城の戦いで圧

勝した証如軍（一向一揆衆）は大和国に侵攻してきた。対立関係にあった興福寺の僧兵たちは越智氏のい

る高取城に庇護を求めてきた。証如軍は高取城を包囲し、激戦となったようだが、筒井軍に背後を襲われ

た証如軍は敗走した（天文の錯乱）。 

その後、織田信長によって大和国内の城は郡山城一城と定められ、高取城は天正 8年（1580年）に一旦は

廃城となった。 天正 11年（1583年）8月に筒井順慶の配下となっていた越智玄蕃頭頼秀が殺害され（自

害とも）、越智氏は滅亡した。 

筒井順慶は、信長が本能寺の変で横死した後、天正 12年（1584年）に支城網の一つとして本格的城塞へ

と改めた。 

天正 13年（1585年）、筒井氏は伊賀国上野に転封となり、豊臣秀長（豊臣秀吉の異父弟）が郡山城に入

城し、大和国は秀長の配下となった。高取城には当初、秀長の重臣脇坂安治が入ったが、後に同じく重臣

の本多利久に与えられた。天正 17年（1589年）、利久は家臣諸木大膳に命じ、新しい縄張りをもって築

造した。本丸には、多聞櫓で連結された 3重の大小天守、二の丸には大名屋敷が造営され、城内には三重

櫓が 17基建ち並んだ。また、郭内には侍屋敷も整備され、他には類を見ない広壮な山城が出現した。家臣

団は、山麓の高取市街に城下町を営んだ。 

利久は、天正 19年（1591年）に没した秀長の後嗣となった秀保に仕えた。文禄 4年（1595年）、秀保が

17歳で没した後、利久の子俊政は秀吉の直臣となり 1万 5千石が与えられた。秀吉没後の混乱期に、俊政

は徳川家康についた。慶長 5年（1600年）、家康の上杉景勝討伐の際に、俊政は討伐軍に加わり不在であ

った。この隙に乗じ、石田三成は兵を派遣し高取城を攻めたが、俊政の従弟・正広はこの要害のおかげで

西軍を敗退させた。俊政は関ヶ原の戦いの後、東軍に付いた功を認められ、1万石の加増を受け高取藩 2

万 5千石の初代藩主となった。 

○江戸時代 

俊政の子の政武は、寛永 14年（1637年）嗣子なく没し本多氏の支配は終焉した。 

本多氏廃絶の後、桑山一玄（大和新庄藩主）と小出吉親（丹波園部藩主）が城番となったが寛永 17年（1640

年）旗本の植村家政が 2万 5,000石の大名に取り立てられ新たな城主となった。以後、明治維新最後の城

主植村家壷まで植村氏が 14代にわたって城主となった。幕末には、山上二の丸にあった藩主御殿は山麓に

移され、天誅組の変で攻撃を受ける。 

近現代 



明治 2年（1869年）6月、版籍奉還により兵部省の管轄となり明治 6年（1873年）廃城となった。入札

により建造物の大半が近隣の寺院などに売却された。明治 20年（1887年）頃まで天守をはじめとした主

要建造物は城内に残っていたが人里離れた山頂であるため管理されずに自然倒壊したとされる。その一方

で、明治 6年（1873年）に建物の払い下げが行われ、7円 35銭 6厘（100円とも）で落札されるが一部を

取り壊したのみで、明治 20年（1887年）に黒門の払い下げ、明治 24年（1891年）ごろに天守以下の建物

全ての取り壊しが行われたともされる。 

この内、二の門は町内にある子嶋寺の山門に、新御殿（藩主下屋敷）の表門は町内の石川医院の表門に、

松ノ門は 1892年（明治 25年）に土佐小学校（町立高取小学校）の校門として移築された。1944年（昭和

19年）、小学校で起きた火災により小学校は全焼、松ノ門は一部損傷し臼井家（伊勢屋・現在の金剛力酒

造）が解体保存していたが 2004年（平成 16年）、児童公園の表門として復元した。確認されている高取

城の現存構造物はこれらのみである。この他に、下屋敷表門を移築したものではないかと言われている門

が残っていたが門は取り壊され石碑のみになっている。 

殆どの建物は失われたが、遺構は人里離れた山頂にあることが幸いし、人為的に崩壊することなくほぼ完

全な状態をとどめている。しかし、樹木が生長し根が張り出したり、維持管理や補修が充分でない事から

石垣の形が崩れたり崩落の危険がある箇所もある。 

貴重な城郭資料として昭和 28年（1953年）3月 31日に国の史跡に指定された。平成 18年（2006年）に、

日本 100名城に選定された。 

○城郭 

植村時代は、それぞれ 3重の天守と小天守をはじめ、22基の櫓、5基の多門櫓、33棟の門、2900メート

ルの土塀、3600メートルの石垣、9の橋梁（きょうりょう）、5の堀切からなる山城であった。高取城は

『高取町史』によると、近世的な改築は天正 9年（1581年）から始まり、本多利久が朝鮮出兵より帰国し

た文禄 2年（1593年）、そして植村氏が入封した寛永 17年（1640年）ごろには基礎を築いたと指摘して

いる。この植村氏が統治する約 200年以上、大きな焼失や災害にあうことなく、部分的な修築がなされて

いたであろうが、旧状を保っていたと思われている。また『大和高取城研究』によると、当時は城の石垣

を組みなおす場合でも、江戸幕府に報告し許可が必要であったが、高取城に関しては 3代将軍家光より直々

に、植村氏は三河国居城時の松平氏の古参譜代であり、山上にあることから年々破損も多いと思われると

いうことで「一々言上に及ばず」と特別に許されていたようである。現状を維持にする分には、容易に改

修ができたと思われている。 

○本丸 

本丸部分の大きさは東西に 75メートル×南北に 60メートル、高さは約 8メートルの石垣に囲まれてい

る。南西には 3重 3階の「小天守」があり、大きさは東西 12メートル×南北 13メートルある。また東側

には 2重 3階の「硝煙御櫓」があり、虎口付近、「具足櫓」対岸には平櫓の「鉛御櫓」がある。このよう

に本丸は、1基の天守と 1基の小天守、3基の櫓が多門櫓で連結された連立式天守の縄張りであった。 

この 5基の櫓で囲まれた本丸部分には、「本丸大広間」という場所に礎石が数カ所あり 1棟の御殿があっ

たと考えられている。また、この御殿跡周辺には東西約 5メートル×南北約 3メートルの「楠井戸」があ

る。高取城の井戸は多数見受けられるがその大半は、雨水や湧水を集水したもので、地下の水脈まで到達

した井戸はほとんどない。 

○天守 

 

天守台の石垣は打込みハギで、隅部は算木積みで反りのない工法である。天守は本丸の北西に位置し、

天守台には通路が約 3メートルの穴蔵を設けている。このような穴蔵形式をもつ天守台は、他では犬山城、

福知山城、岐阜城が同じような形式で、天守台としては発展期の築城様式と考えられている。天守の大き



さは東西に約 16メートル、南北に約 14メートルの規模で「御天守」と呼ばれている。外観は『和州高取

城山之絵図』によると、1重目は千鳥破風、2重目の中央に出窓形式、3重目には軒唐破風があり、外壁は

白漆喰総塗籠であったようで、外観 3重、地下 1階の天守が推定されている。また、天守台の東側には付

櫓台が属しており、2重の「具足櫓」が建っていたと考えられている。 

○太鼓御櫓・新御櫓・国見櫓 

明治 20年頃の御城門（大手門）から太鼓御櫓を仰ぐアングル。この写真の最も奥に太鼓御櫓が写ってお

り、重箱造で天守と同じ白漆喰総塗籠、方形の格子窓 2つ、上部の入母屋破風が確認できる。この写真に

は一部「十五間多門」も写りこんでいる。 

本丸と二の丸の間には 2基の櫓が建っていた。一つは「太鼓御櫓」は南側で 2重 2階、もう一つは「新御

櫓」は北側で同じく 2重 2階、その間を土塀でつなぎ、また太鼓御櫓から「十五間多門」があった。「新

御櫓」、「太鼓御櫓」、「十五間多門」とちょうど「Ｌ字」型をなしている。 

この建物群の機能としては、ここで天守の防衛を果たし馬出の形式をしていたと考えられている。この石

垣が新しくみえるのは、昭和 49年に修復されているからである。新御櫓は太鼓御櫓の後ろ側にあたるため

古写真に姿はないが、石垣の構造などからおそらく同規模の櫓が建っていたと推定されている。新御櫓台

には礎石跡が確認されている。 

二ノ門から本丸へ行く途中には国見櫓があった。櫓は失われているが石垣上から文字通り奈良盆地を一望

する事が出来、天候が良ければ大阪市街・六甲山・比叡山までも見通すことが出来る。 

○二の丸 

二の丸の大きさは東西に約 65メートル×南北は約 60メートルで、主な建設物として、二の丸を守る北

側中央にある「十三間多門」と「西江角櫓」、北西には「火之見櫓」、南西に「客人櫓」、南側中央に「御

風呂屋」、そして中央に「二の丸御殿」が建設されていた。御風呂屋は 2階建てで、寄棟、柿葺屋根にな

っており、石垣沿いに建設され、吉野山方向を望む風流な建物であったと考えられている。「二の丸御殿」

には、玄関、御書院、大広間、湯殿、井炉裏間、廊下、雪隠等の間取りがあり、特に大広間は本丸大広間

と同規模で、その大広間の上段には「軍議処」と呼ばれる場所があり、その南側には御書院が 2室あり、

重要な建物であったと推察されている。なお二の丸御殿の玄関が高取国民学校に移築されたが、昭和 19

年に焼失した。 

○御城門 

「二の丸御殿」下段の北側には通路幅約 8メートルの外枡形状の虎口があり、「御城門」という門が開か

れていた。高取城の大手門に相当し、この内側には平櫓の「竹櫓」が置かれていた。「竹櫓」とは、攻め

てきた敵の足を滑らせる竹を保管していたと伝承されている。また上段にある太鼓御櫓の古写真は、この

場所から撮影されたものである。 

    御城門より二の丸方向を撮影 



○下屋敷 

高取城跡より、

1200メートル下

ると植村家長屋

がある。また、

その南側の丘陵

にあるが「下屋

敷」もしくは「ゴ

テンアト」と呼

ばれていた藩邸

が置かれていた。

大きさは、東西

約 80メートル×

南北約 90メートルで、北側半分は公的な場として活用され、南側半分を私的の場としていた。弁天池や四

阿紫府亭も設けていた。また、門の東側には水堀があったと伝承されているが、その遺構は確認できてい

ない。 

○高取城の特徴 

高取城の特徴として「城郭談話会」では次の 4つを挙げている。 

標高の高い山城であるが近世の施設がある 

戦国時代以前の山城は山上の要害に築かれているが、近世になるにつれ小高い丘や平地の中心部に

居城が移されることが多い。高取城のように山城のまま石垣、天守、櫓、門、殿舎まで築かれた例

は少ない。火災や風雨、山上の不便さから、再築されることが少なかったからである。しかし、高

取城は 3代将軍家光より「一々言上に及ばず」という許可があり、それで江戸時代を通じて各建物

の存続と完備ができたとしている。 

縄張と虎口の構成 

高取城の縄張りは山城であるにもかかわらず、広い敷地をもち、連郭式縄張りと言われている。高

取城は標高が高い場所に築城されているわりには、天守、櫓、門等の多くが建設される余裕があり、

平山城と同じような構えをもっている。また不等辺台形の隅部に三重天守、小天守、二重櫓を配し、

周囲に多聞櫓を巡らしている点は、和歌山城と類似する。この共通性は、羽柴秀長が 3カ国の太守

となり、和歌山城には桑山重晴、抑えの城である高取城には本多利久と、自らの家臣を置いたから

と考えられている。 

天守と小天守が建てられている 

山城に天守がある例は日本国内ではいくつかあったが、小天守まである例はほとんどない。例えば

洲本城には、天守に小天守台はあったが、小天守台に小天守が建てられたかどうかは不明である。

そもそも山城は眺望が優れており、近世の山城には天守すらない例があるが、高取城は「三重天守」

以外にも一回り小さな「三重小天守」まである。築造時期は明確ではないが、本多利久から植村氏

が入るまでと推定されている。 

櫓の数棟が多く、独特の名称が多い 

高取城は櫓の数が多い。三重櫓は、天守、小天守を含めると 6棟あって、二重櫓が 7棟あり、白漆

喰総塗籠で姫路城に似た外観であったと考えられている。また、鐙櫓、具足櫓、十方矢倉、火之見

櫓、客人櫓、小姓櫓など、独特の櫓名があるのも高取城の特徴であると指摘している。 

Wikipediaによる 
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下屋敷跡 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Takatorij21.jpg
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Takatorij24.jpg


 

 

 



 


